
報道関係各位   2020 年 11 ⽉ 19 ⽇ 
株式会社 LIFULL senior 

株式会社 LIFULL の⼦会社である株式会社 LIFULL senior（代表取締役：泉 雅⼈、以下「LIFULL 
senior」）は、介護施設へ⼊居した被介護者が⼊居前にどのような介護を受けていたか、また、
⼊居前後における被介護者や介護者の⾝体的、精神的な変化等の実態を把握するため、「介護施
設⼊居に関する実態調査」を⾏いました。 

本調査は、家族・親族の中で 1 年以内に介護施設⼊居者がいる⽅、または家族・親族の介護施
設の情報収集や選定に関与した⽅を対象に⾏いました。 

■調査結果サマリー
本調査は介護付き有料⽼⼈ホームなど 12 種類の施設について調査いたしました。そのうち「有
料⽼⼈ホーム」「⾼齢者向け住宅」「介護保険施設」の３つのカテゴリーに分類し（※）集計し
た結果、⼊居時の「年齢」、「要介護度」、「認知症の有無」は以下のとおりになりました。 

（※）調査上の分類 
「有料⽼⼈ホーム」・・・介護付き有料⽼⼈ホーム／住宅型有料⽼⼈ホーム／健康型有料⽼⼈ホーム 
「⾼齢者向け住宅」・・・サービス付き⾼齢者向け住宅／⾼齢者向け賃貸住宅／シニア向け分譲マン
ション／軽費⽼⼈ホーム
「介護保険施設」・・・特別養護⽼⼈ホーム／介護⽼⼈保健施設／介護療養型医療施設 

全体では、介護施設⼊居時の年齢で最も多いのは 80 代、要介護度は平均で 2.7、⼊居時に認知
症の症状ありが 8 割以上という結果になりました。有料⽼⼈ホーム、⾼齢者向け住宅の 2 つの
カテゴリーでは、要介護度 1 の割合が最も⾼い傾向がありました。

「介護施設⼊居に関する実態調査」 
⼊居時の介護度は要⽀援１〜要介護 2 までが半数以上、約 8 割が認知症あり 

〜⼊居前の介護者の苦労は、精神的な⾟さ、将来不安などメンタル⾯が上位〜 

入居年齢 要介護度（要支援１～要介護５） 認知症症状の有無

全体 80代46.4%　90歳以上23.8%　70代21.8% 要介護１-17.6%　要介護２-16.3%　要介護３-14.7% あり　80.8%

有料老人ホーム 80代47.7%　90歳以上23.5%　70代21.5% 要介護１-19.3%　要介護２-16.7%　要支援１-14.1% あり　80.3%

高齢者向け住宅 80代39.3%　70代29.1%　90歳以上16.2% 要介護１-22.6%　要介護２-20.1%　要支援１-18.4% あり　82.5%

介護保険施設 80代45.8%　90歳以上27.1%　70代21.4% 要介護４-22.3%　要介護３-22.0%　要介護５-19.5% あり　80.6%



 
 

■調査内容 
 
⼊居施設の種類（SA）※過去⼀年の直近⼊居施設 
⼊居した介護施設をカテゴリー別で⾒ると「有料⽼⼈ホーム」49.9%、「介護保険施設」30.4%、
「⾼齢者向け住宅」10.2%でした。 
個別で⾒ると、「介護付き有料⽼⼈ホーム」が 39.3%と⼀番多く、続いて「特別養護⽼⼈ホーム」
16.7%と、上位２つが全体の半数以上を占めています。 
 

＜⼊居施設の種類＞ 

 
 

＜⼊居施設：詳細＞ 

 
 
 
  



 
 

【被介護者の施設⼊居前の状況】 
1. 年齢（SA）  
入居時の年齢については、80代が最も多く 46.5%、続いて 90歳以上が 23.8%、70代が
21.8％でした。また、80歳以上で入居する人が全体の約 7割を占めることがわかりまし
た。 

 
 
              ＜被介護者の施設⼊居前の状況_年齢（全体）＞ 

           
 
 

＜被介護者の施設⼊居前の状況_年齢（有料⽼⼈ホーム計）＞ 

            
 
  



 
 

 
＜被介護者の施設⼊居前の状況_年齢（⾼齢者向け住宅計）＞ 

           
 
 

＜被介護者の施設⼊居前の状況_年齢（介護保険施設計）＞ 

           
 
  



 
 

2. ⼊居時要介護度（SA）  
⼊居時の被介護者の介護認定は、段階別で⾒ると、要介護１が最も多く17.6%、要介護2が16.3%、
要介護 3 が 14.7%、要介護 4 が 12.9％、要⽀援 1 が 11.4%という順になりました。 
介護保険施設である、特別養護⽼⼈ホームへの⼊居要件を満たさない要⽀援１〜要介護２まで
の合計は、54.5%と半数占めることが分かりました。 
 
 

＜被介護者の施設⼊居前の状況_介護度（全体）＞ 

 
 

＜被介護者の施設⼊居前の状況_介護度（有料⽼⼈ホーム計）＞ 

           

 



＜被介護者の施設⼊居前の状況_介護度（⾼齢者向け住宅計）＞ 

＜被介護者の施設⼊居前の状況_介護度（介護保険施設計）＞ 

3. 認知症症状の有無・内容（MA）
⼊居時に、被介護者に認知症の症状があったと答えた⼈は 80.8%でした。症状は、「物忘れ、記
憶⼒の低下」が 60.2%と最も多く、続いて「理解⼒、判断⼒の低下」が 48.8%であることが分か
りました。その他にも「被害妄想、物取られ妄想」や「徘徊、外出して戻れなくなる」なども 10％
を上回りました。 



＜被介護者の施設⼊居前の状況_認知症症状の有無（全体）＞ 

＜被介護者の施設⼊居前の状況_認知症症状の有無_内容別（全体）＞ 

4. 医療⾏為の有無・内容(SA)
⼊居時に被介護者が医療⾏為を受けていたと答えた⼈は約 4 割で、施設のカテゴリー別にみる
と⾼齢者向け住宅が最も多く、⼊居した⽅の 52.6％が医療⾏為を受けていました。 
医療⾏為の内容で最も多かったのが「インスリン注射」8.9%でした。続いて「とこずれ」7.8%、
「喀たん吸引」6.5%となりました。 

＜被介護者の施設⼊居前の状況_医療⾏為の有無＞ 

物忘れ、記憶力の低下　 60.2% 幻視、幻聴　 9.8%

理解力、判断力の低下　 48.8% 暴力、暴言　 8.8%

被害妄想、物取られ妄想　 19.4% 不潔行為　 5.6%

徘徊、外出して戻れなくなる　 14.1%



＜被介護者の施設⼊居前の状況_医療⾏為の有無_内容別（全体）＞ 

5. 介護内容（MA）
⼊居前に、介護者が⾏っていた介護内容で⼀番多かったのが「調理など⾷事の準備・提供」で、
49.0%と半数近くを占めています。続いて「買い物の補助、代⾏」40.9%、「移動の介助」40.5%
などがありました。 

＜被介護者の施設⼊居前の状況_介護の内容＞ 

6. 介護頻度（SA）
⼊居前に、介護者が介護をしていた頻度は全体で、「ほぼ毎⽇」が 41.4%と 4 割以上を占めまし
た。なかでも介護保険施設へ⼊居した⼈の介護者 51.5%と、半数以上の⼈がほぼ毎⽇介護をして
いたことが分かりました。 

インスリン注射 8.9% ストマ（人工肛門） 3.2%

とこずれ　 7.8% 気管切開　 3.0%

喀たん吸引　 6.5% 経鼻（鼻腔）経管栄養　 3.0%

ペースメーカー 5.9% 人工呼吸器　 2.6%

人口透析　 5.6% 中心静脈栄養（IVH）　 1.4%

尿バルーン・導尿 5.5% その他 1.0%

胃ろう・腸ろう 4.6%

全体 有料老人ホーム 高齢者向け住宅 介護保険施設

調理など食事の準備・提供 49.0% 50.9% 28.9% 52.6%

買い物の補助、代行 40.9% 38.7% 34.0% 45.4%

移動の介助 40.5% 40.1% 20.3% 48.4%

外出の支援（付き添い、送迎等） 37.1% 34.0% 31.0% 41.0%

掃除・洗濯補助 34.8% 30.6% 39.4% 43.2%

食事の介助　 34.2% 35.4% 20.8% 38.3%

着替えの介助　 32.5% 27.4% 23.9% 43.5%

金銭の管理　 32.3% 27.0% 17.8% 42.3%

服薬の確認　 29.6% 23.9% 19.3% 40.2%

入浴の介助　 28.3% 28.3% 16.2% 32.1%

排泄の介助　 26.0% 26.0% 19.3% 34.4%

整容の介助（洗面、口腔ケア等） 20.7% 20.7% 20.8% 26.6%

その他 0.7% 0.4% - 1.3%

わからない 6.0% 6.5% 3.6% 6.4%



＜被介護者の施設⼊居前の状況_介護頻度（全体）＞ 

＜被介護者の施設⼊居前の状況_介護頻度（有料⽼⼈ホーム計）＞ 



＜被介護者の施設⼊居前の状況_介護頻度（⾼齢者向け住宅計）＞ 

＜被介護者の施設⼊居前の状況_介護頻度（介護保険施設計）＞ 

7. ⼊居前 介護で⼤変だったこと
「体⼒や気⼒が持たないと思った」、「精神的な⾟さやストレスを感じた」が上位を占め、介護
者は介護において体⼒的、精神的な負担が⼤きいことがうかがえました。また「介護費⽤などの
経済的負担が⼤きかった」が３位にあがっており、経済的な不安も精神⾯・体⼒⾯での苦労と同
様に介護者に重くのしかかっていることが想像されます。 



＜⼊居前 介護で⼤変だったこと 1〜15 位（全体）＞ 

8. ⼊居を考えた出来事（FA）
施設⼊居を考えるきっかけとなった出来事については、「⾃宅介護が困難だった」13.9%が最も
多く、「認知症の症状が現れた」10.6%、「体⼒・⾝体機能が低下してきた」8.9%、「⾃分のこ
とをできなくなった」6.6%など被介護者の状態の変化によるものが多くありました。また「介護
による疲れを感じた」6.2%と介護者の状態に起因する理由や、介護施設に空きがあった、近くに
あった、医療体制が整っていたなど施設に起因する理由もありました。 

＜⼊居を考えた出来事（全体）＞ 

自宅介護が困難だった 13.9% 病気・体調を崩した　 2.9%

認知症の症状が現れた 10.6% 医師・看護師等に勧められた　 2.6%

体力・身体機能が低下してきた 8.9% 精神的な辛さやストレスを感じた　 2.1%

自分のことをできなくなった 6.6% 環境　 2.1%

介護による疲れを感じた 6.2% すぐに入所できた　 1.8%

骨折した　 5.9% 配偶者がなくなった・入院した　 1.4%

徘徊　 5.5% 立地　 1.2%

仕事との両立が難しかった　 4.9% 通うのが大変だった　 1.1%

一人暮らしになった　 4.5% 医療体制が整っていた　 1.0%

入院した　 4.3% 入居費用の目処がたった　 0.9%

脳梗塞・脳卒中後遺症　 3.5% ケンカが絶えない 0.8%

症状が変化・悪化した　 3.3% その他　 2.5%

本人の意思・希望　 3.2% 特にない　 15.3%



【被介護者、介護者の施設⼊居後の状況】 

1. 被介護者の⼊居前後の変化（MA）
施設への⼊居後に⾒られた被介護者の変化については、「性格が穏やかになった」20.6%、「体
や病気の症状が改善した」17.9%、「明るくなった」17.6%、「笑顔が⾒られるようになった」
17.1%が上位にあげられ、ポジティブな変化が多いことが分かりました。⼀⽅、「認知症の症状
が悪化した」13.2%、「体⼒が落ちて、動けなくなった」11.1%、「あまりしゃべらなくなった」
9.1%など、良くない傾向がでているケースもありました。 

＜⼊居者の⼊居前後の変化（全体）＞ 

2. 介護者の⼊居前後の変化（MA）
被介護者の施設⼊居により、介護者に⽣まれた変化については、「介護疲れやストレスが解消し
た」50.5%が最も多く、「体⼒や気⼒の不安が解消した」25.0%、「夜眠れるようになった」22.6%、
「気持ちが前向きになった」22.6%などポジティブな変化が多くありました、⼀⽅「経済的な負
担が重くなった」19.5%、「家族間の関係が悪くなった」4.6%などのネガティブな変化も⾒受け
られました。 



＜介護者の⼊居前後の変化（全体）＞ 

今回の調査を受けて「LIFULL 介護」編集⻑ ⼩菅秀樹の所感 
介護施設に⼊居するのは要介護度が重度になってから、というイメージを漠然と持っている

⼈が多いのではないでしょうか。昨今、要⽀援の⾼齢者だけでなく、要介護１・２の⽅も「軽度
者」と括られる傾向にあります。しかし、要介護１・２の⽅は⽇常的な⽴ち上がりや歩⾏時の転
倒の危険性、さらに認知機能の衰えによる理解⼒・判断⼒の低下がみられる⽅も多く、誰かの⼿
をかりずに⽣活することは容易ではありません。今回の調査で「⼊居時の介護度は要⽀援１〜要
介護 2 までが半数以上」という結果がでたことで、⾃宅での介護が介護者の⽣活に⼤きな影響
を与えていることが分かったと思います。 

また、施設⼊居の時点で「認知症の症状のある⽅が約 8 割」という調査結果からも、認知症介
護の難しさがうかがえます。施設へ⼊居した⽅の介護者のうち、4 割が「ほぼ毎⽇介護をしてい
る」ということから、介護者の⾁体的・精神的な負担が想像以上に重いという点も⾒逃せません。
さらに、遠距離介護をする⼦どもや、⽼⽼介護世帯が増えるなど、家族形態の変化も施設⼊居に
⾄った⼀因と考えられます。 

要⽀援・要介護者に向けた介護サービスの拡充や施設整備は進んでいるものの、介護者である
家族へのケアが進展しません。18 歳未満の若者が介護を担う「ヤングケアラー」も社会問題と
なりつつあるいま、介護者の負担軽減のためにも施設⼊居という選択肢はより⼀般化していく
と考えられます。 

LIFULL senior は今後もシニアに関わる⼈達が笑顔で暮らせるよう、世の中の変化に合わせて
サービスを展開してまいります。



 
 

◼#$ 調査⽅法：WEB調査 
 
◼#$ 調査エリア：全国 ＊以下エリア 10区分 
①北海道 ②東北(6 県：⻘森/岩⼿/宮城/秋⽥/⼭形/福島) ③⾸都圏(1 都 3 県：東京/神奈川/埼
⽟/千葉) ④その他の関東(3県：茨城/栃⽊/群⾺) 
⑤北陸・甲信越(6県：新潟/⼭梨/⻑野/富⼭/⽯川/福井) ⑥東海(4県：愛知/静岡/三重/岐⾩) ⑦
京阪神(2府 1県：⼤阪/京都/兵庫) ⑧その他の関⻄(3県：奈良/滋賀/和歌⼭) 
⑨中国・四国(9県：⿃取/島根/岡⼭/広島/⼭⼝/徳島/⾹川/愛媛/⾼知) ⑩九州・沖縄(8県：福岡
/佐賀/⻑崎/熊本/⼤分/宮崎/⿅児島/沖縄) 
 
◼#$ 対象者条件 
・ 20〜79歳 男⼥ ※未既婚不問、有無職不問 
・ 家族・親族の中で、「１年以内の介護施設(＊) ⼊居者」がいる⽅ 
・ 家族・親族の「介護施設」の選定や情報収集に関与した⽅ 
＊介護施設：介護付き有料⽼⼈ホーム／住宅型有料⽼⼈ホーム／健康型有料⽼⼈ホーム／軽費
⽼⼈ホーム／サービス付き⾼齢者向け住宅／特別養護⽼⼈ホーム／ 
グループホーム／⾼齢者向け賃貸住宅／シニア向け分譲マンション／ケアハウス／介護⽼⼈保
健施設／介護療養型医療施設 
 
  



■ 「LIFULL 介護」について
有料⽼⼈ホームや介護施設、⾼齢者向け賃貸など、
さまざまな⾼齢者向けの住まいを探すことがで
きるサービスです。掲載件数は全国 38,000 件以
上と、業界最⼤級の規模を誇っています。 
ウェブサイト：https://kaigo.homes.co.jp/

■株式会社 LIFULL senior について
「シニアの暮らしに関わる 全ての⼈々が笑顔あふれる社会の仕組みを創る」をビジョンに掲げ、
ヒトとテクノロジーの⼒で、⾼齢化社会のさまざまな不を解消する事業を展開しています。

＜概要＞ 
所在地：東京都千代⽥区麹町 1-4-4 
代表取締役：泉 雅⼈ 
設⽴：2015 年 7 ⽉ 1 ⽇ 
事業内容：⽇本最⼤級の⽼⼈ホーム・介護施設の検索サイト『LIFULL 介護』の運営 

遺品整理業者検索サイト『みんなの遺品整理』の運営 
介護当事者⼀歩⼿前の世代に向け、介護の最新情報や体験談を発信する、介護情報メ
ディア『tayorini』（たよりに）の運営 

■本件に関するお問い合わせ先
株式会社 LIFULL senior マーケティンググループ 広報担当
お問い合わせフォーム：https://f.msgs.jp/webapp/form/13428_mwt_39/index.do


